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要 旨 胸最長筋の皮下脂肪側において，筋間脂肪が胸最長筋内に大きく入り込んでくぼみのあるも

の (l、わゆる‘ハート芯， )は，枝肉の価値を低下させる 因であるとされる.本研究では，画像解析に

よる新たなハ 卜芯評価方法について提案すること，ならびに黒毛和種のハー卜芯形成に対する種雄牛

の影響を検討することを目的とした.枝肉横断面撮影装置によって撮影された第 6~7 肋骨間の胸最長

筋画像を 2値化した. 2値画像について胸最長筋の境界線を検出し，膨張処理ならびに細線化処理を行

い，なめらかな胸最長筋の輪郭線を得た.胸最長筋の長径より上部(皮下脂肪側〉について，凸部を結

んだ凸多角形を描き，凸多角形と胸最長筋の輪郭線が作る領域について，その面積，パタ ン幅等を測

定した.得られた画像解析形質のうちから 3変数を用い，肉眼で判定したハー卜芯の程度を分類変数と

する線形判別分析を行ったところ，その判別率は， 97.0%と極めて高く，画像解析によりハート芯の程

度を数値化することを可能とした.237頭(種雄牛 32頭〉の黒毛和種産肉能力検定間接j去の材料牛につ

いて，ハート芯の程度を肉眼で調査したところ， 38頭においてハート芯が確認された.画像解析により

評価したハー卜芯の程度に対する種雄牛の効果は高度に有意 (P<O.01)であり，特定の種雄牛からの後

代にハ 卜芯の出現頻度が多い傾向が認められ，ある 1頭の種雄牛については，後代 6頭すべてがノ¥ー

卜芯の形状を呈した.

わが国で取り引きされる牛枝肉は，社団法人日本食肉

格付協会の格付員によって評価されている.和牛におい

て，脂肪交雑をはじめとする肉質の格付は，胸最長筋を

中心として行われており，また，胸最長筋の面積も測定

され，歩留等級の算出などに用いられている(日本食肉

格付協会 1989). 黒毛和種における胸最長筋面積と枝肉

単価との聞の正の標準偏回帰係数が，複数の研究者によ

り報告されている(八巻ら 1996，広岡と松本 1997).

胸最長筋の形状は，現在実施されている枝肉格付にお

ける格付項目ではない. しかしながら，胸最長筋の形状

が，いわゆる“たわら型"から極端に本離している場合，

とくに高級肉においては，スライス肉をそのまま食材と

してt是イ共する“すき焼き" ・“しゃぶしゃぶ"などの用

途に向かなくなると考えられる.すなわち，胸最長筋の

形状が望ましくない枝肉は，買参入から敬遠され，肉質

等級が同等の枝肉と比較し，安い価格で取り引きされる

と推察される.

胸最長筋の上部(皮下脂肪倶IJ)において，筋間脂肪が

胸最長筋内に大きく入り込んでくぼみのあるもの仏、わ

ゆる‘ハート芯， )は，望ましくない胸最長筋形状の一種

であり，前述の理由から，極度なノ¥ー卜芯は枝肉の価値
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を低下させる 因であると推察される.

胸最長筋の形状についての研究は，撫ら (2001)， Kar-

nuahら (2001)などによる，画像解析を利用した長・短

径および周囲長などの項目を測定した報告程度しか認め

られない.胸最長筋の形状は，試験研究目的の枝肉調査

であっても，計測されることはほとんどなしそうで

あったとしても，主観的に“形がよい“ノ¥ー卜芯が認

められた"といった程度に評価されてきた.

本研究の目的は，ハート芯の程度を，主観でとらえた

ときのそれと符合するよう画像解析でi評価する新たな手

法を提案すること，黒毛和種においてどの程度ノ¥ート芯

が出現するかを調査すること，ならびにハ 卜芯出現に

対する種雄牛の影響を検討することである.

材料および方法

口田ら (2001)により開発された牛枝肉横断面撮影装

置(以下，撮影装置)を利用し，社団法人家畜改良事業

団が実施した黒毛和種産肉能力検定間接法で得られた

237 頭の去勢材料牛について，第 6~7 肋骨聞における胸

最長筋断面の撮影を行った.なお，これら後代の種雄牛

の頭数は 32頭であり，種雄牛 1頭あたりの後代数は， 3 
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胸最長筋形状評価法とその遺伝
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A depression formed by intermuscular fat ingrowing greatly into the upper side of the M. /ongissimus 

thoracis (i.e. 'heart-shaped ribeye') causes a decrease in the carcass value in Japan. The purpose of this 

research was to propose a new method to evaluate the level of the heart-shaped ribeye by computer image 

analysis and to investigate the influence of sire on the appearance of the heart-shaped ribeye in Japanese 

Black. Digital images of the M. /on[JIssimus thoracis (ribeye) between the 6th and yth ribs were taken byan 

equipment developed by the authors. The resolution of the image was 1，800 X 1 ，200 pixels with a file size of 

800 to 900 KB in JPEG format. A five times dilation and thinning process were performed to smooth the 

contour line of the ribeye， which was semi-automatically detected from the binary image using computer 

software programmed by the authors. The area， maximum length， pattern width and length of hairline were 

measured in an area structured with a convex polygon and the contour line of the upper side over the major 

axis of the ribeye. The level of the heart-shaped ribeye has been assigned into 4 levels (None， Small， Middle， 

Large) by several researchers. Discriminate a門alysisfor the level of heart-shaped ribeye assigned by 

researchers as the classified variable was performed with 10 covariates associated with image analysis traits. 

The percentage of the difference between the level by researchers and by discriminate analysis within土o
was 97.0%. The level of the heart圃 shapedribeye was progeny tested with 237 (32 sires) Japanese Black 

steers by image analysis. The heart-shaped ribeye was confirmed in 37 cattle. The effect of the sire on the 

level of the heart-shaped ribeye was highly significant (P<0.01). A trend towards a high appearance 

frequency of heart-shaped ribeyes from several sires was found. Heart-shaped ribeyes were recognized in 

all six steers from one sire. 
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